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今
年
度
よ
り
岡
山
公
民
館
に

専
門
部
員
と
し
て
入
り
ま
し
た
藤

井
正
紀
で
す
。

　

岡
山
公
民
館
事
業
は
、
学
習

部
、
厚
生
体
育
部
、
文
化
部
、
広

報
部
と
あ
り
、
各
部
ご
と
に
事
業

内
容
は
異
な
り
ま
す
が
、
趣
味
が

高
じ
て
事
業
に
な
っ
て
い
る
も
の

が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
岡
山
公
民
館

専
門
部
員（
文
化
部
）と
し
て
、

活
躍
い
た
だ
く
藤
井
正
紀
さ

ん
（
上
境
地
区
36
歳
）
で
す
。

　

今
回
は
趣
味
の
サ
ッ
カ
ー

ネ
タ
で
一
筆
頂
き
ま
し
た
。

　

岡
山
広
報
部　

石
澤
勝
彦

　

私
の
趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
で
す
。

地
域
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
選
手
は
、
飯
山
市

を
問
わ
ず
近
隣
の
市
町
村
か
ら
の

10
代
～
50
代
と
幅
広
く
切
磋
琢

磨
し
て
い
ま
す
。
私
は
同
級
生
に

誘
わ
れ
、
チ
ー
ム
に
入
部
し
ま
し

た
。
初
め
は
な
ん
と
な
く
練
習
に

行
き
ま
し
た
が
、
続
け
て
い
く
う

ち
に
、
同
じ
目
標
を
持
っ
て
い
る

仲
間
が
い
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
体
を

動
か
す
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
も
発
散

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
趣
味

を
持
つ
こ
と
で
助
け
ら
れ
た
こ
と

「
趣
味
を
と
お
し
て
学
ん
だ
こ
と
」

岡
山
公
民
館 

専
門
部
員 　

藤
井　

正
紀

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

　

今
年
の
４
月
よ
り
２
年
間
の
任

期
を
受
け
、
外
様
地
区
公
民
館
専

門
部
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

専
門
部
員
と
し
て
初
め
て
会

議
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
様
々

な
公
民
館
活
動
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
あ
ら
た
め
て
集
落
の
代
表
と

し
て
活
動
の
運
営
や
準
備
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

に
参
加
し
一
緒
に
活
動
す
る
と
い

う
こ
と
は
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が

や
る
こ
と
の
意
義
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
２
年
間
の
任
期
が
あ

り
ま
す
が
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
外
様
地
区
の
交
流
が
広
が
る

よ
う
協
力
し
合
い
、
公
民
館
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す

「
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
」

外
様
公
民
館 

専
門
部
員 　

阿
部　

国
広

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
こ
の
チ
ー
ム

に
入
部
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、

チ
ー
ム
の
み
ん
な
に
出
会
え
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ

の
よ
う
に
趣
味
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
趣
味
を

見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
方
に
も
公

民
館
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て

頂
き
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す

た
め
の
お
手
伝
い
が
出
来
る
よ
う

に
、
専
門
部
員
と
し
て
が
ん
ば
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
は
、
ふ
だ
ん
集
ま

る
こ
と
の
少
な
い
地
域
の
住
民
が

交
流
す
る
場
で
す
。
私
も
こ
れ
ま

で
に
球
技
大
会
等
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
集
落
の
仲
間
と
団
結

し
汗
を
流
し
運
動
不
足
の
体
で
ふ

ら
ふ
ら
に
な
り
な
が
ら
も
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を

し
て
家
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
毎

日
の
生
活
の
中
で
、
地
域
の
行
事

総合学習センター・ふるさと飯山学び塾

学　部 文化・歴史学部 城下町学部
内　容 ふるさと飯山の人々の営みの歴史について、モノ

を見たり、実際の場所に行ったりして学びます。
飯山城跡と寺社を中心に城下町の変遷など基礎的な事項
を学び、案内ができる程度の知識を習得します。

開催日
場　所
講　師

７/９金 　『風景の中から飯山が見える－考古学講
座－』　公民館２０６教室　
講師：総合学習センター学芸員 大平理恵

７/１６金『絵図にみる城下町飯山』
公民館２０６教室　講師：市教育委員長 長瀬 哲

７/３１土　『風景の中から飯山が見える－遺跡に
立つ－』　バス公民館９時発 大平理恵

８/７土 『城下の文化遺産を訪ねる』
午前 9 時ふるさと館集合　講師：長瀬 哲

９/１７金 『祭りの景観』　公民館２０６教室
講師：信州大学工学部 梅干野成央

９/１５水『スライドに見る飯山城の発掘』
公民館２０６教室　講師：総合学習センター 望月静雄

１０月未定　『江戸時代の飯山』 公民館２０６教室
講師：市文化財保護審議会委員 樋口和雄

９/２５土 『飯山城周辺の城と館』
バス公民館 9 時発　講師：総合学習センター 大平理恵

１１月未定　『上杉氏と飯山』　
公民館２０６教室　講師：未定

１０/１５金 『飯山の社寺案内法』
公民館２０６教室　講師：長瀬 哲

１２月２日木 『スライドに見る中世の飯山』公民館
２０６教室　講師：総合学習センター 望月静雄

１１/５金 『懇談会　飯山城跡を未来につなげるために』
公民館２０６教室　講師：未定

■ふるさと飯山の歴史・文化を学びましょう。２学部を設置しま
したので、多くの皆様の受講をお待ちしています。
申込期間：6 月 18 日（金）～ 6 月 30 日（水）
定　　員：各学部 30 名（参加料各学部５００円）
お申し込み・お問い合わせ　
　総合学習センター（学習支援課　文化振興係）
　電話　62-3342  飯山市公民館内

寺子屋いいやま開 講

○次の皆様から、ふるさと館へ資料をご寄贈いただ
きました。ありがとうございました。（Ｈ22．５月分）
◇牧野　信 様
　☞古書籍「列

れっせいしゅも

聖珠藻（昭和１５年）」ほか８点
◇岸田さと子 様　☞スキー（昭和１０年代）
　☞除草機　☞長火鉢　☞古書籍「中学校教科書  
  （明治～昭和初期）」３４点
◇足立福二 様　☞足踏み式ミシン（昭和初期）
◇深堀忠夫 様　☞飯山町字別切絵図（明治２１年）

　　ふるさと館寄贈資料一覧

△昭和７年の教科書と昭和初期の足踏み式ミシン

    ※ふるさと館では、当館で所蔵していない資料の寄
贈を随時受け付けています。寄贈いただいた資料
は、大切に保存・活用させていただいております。

　　（ふるさと館 ☎６７－２０３０）

　
今
年
は
３
年
に
一
度
の
ま
つ
り
、
小
菅
柱は

し
ら
ま
つ松

柴さ
い

灯と
う

神
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
小
菅
柱
松
柴
灯
神
事

は
、「
小
菅
の
柱
松
行
事
」
と
し
て
県
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
歴
史
あ
る
ま
つ
り
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
館
で
は
、
こ
の
伝
統
的
な
柱
松
神
事

に
つ
い
て
写
真
や
映
像
で
紹
介
し
ま
す
。

　
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 「
小
菅
柱
松
柴
灯
神
事
の
世
界
」展

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館

■期      間
■場　　所
■開館時間
               
■休 館 日
■入 館 料 

６月29 日（火）～８月22 日（日）

飯山市ふるさと館

午前９時～午後６時
（入館は午後５時半まで）

毎週月曜日

大人 200 円 小中学生100円　            
※市内の小中学生は無料

午 前 の 部 午 後 の 部

 7

月

3日土 「小菅柱松柴灯神事」（Ｈ１６年） 「小菅神社柱松柴灯神事」（Ｓ５８年）
今年は、小菅の里で 3 年に一度の例大祭の開催年（約９０分） 約３０年前の小菅の祭りの様子（約１００分）

4 日日 「小菅神社柱松柴灯神事」（Ｓ５８年） 「小菅柱松柴灯神事」（Ｈ１６年）
１０日土 「小菅柱松柴灯神事」（Ｈ１６年） 「小菅神社柱松柴灯神事」（Ｓ５８年）
１１日日 「小菅柱松柴灯神事」（Ｈ１６年） 「小菅神社柱松柴灯神事」（Ｓ５８年）
１７日土 「小菅神社柱松柴灯神事」（Ｓ５８年） 「小菅柱松柴灯神事」（Ｈ１６年）
１８日日 「小菅柱松柴灯神事」（Ｈ１６年） 「小菅神社柱松柴灯神事」（Ｓ５８年）
１９日月 「小菅神社柱松柴灯神事」（Ｓ５８年） 「小菅柱松柴灯神事」（Ｈ１６年）
２４日土 「ふるさと館ってどんなところ？」 午前と同じ

ふるさと館スタッフが館内をわかりやすくご案内します（約１５分）
２５日日 春の女神 ｢ギフチョウ」 午前と同じ

「市の蝶」ギフチョウの生態を子供向けにやさしく解説（約３６分）
３１日土 「ふるさと館ってどんなところ？」 春の女神 ｢ギフチョウ」

ふるさと館 ビデオ上映会
　今年は、御柱に柱松…飯山の祭りが盛りだくさんです。
この機会にぜひ郷土の歴史 ･ 文化に触れてみませんか。

■場　　所
■上映時間    

■料 　 金

飯山市ふるさと館 学習室

午前の部１０時～、午後の部 14 時～

入館料として大人 200円 小中学生100円
※市内の小中学生は無料

企画展

※時間：各回、午後７時～８時３０分（ただし、７/３１、８/７、９/２５は午前９時～１２時）


